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写真（上）平成13年度防火ポスターコンクール

　　　　　（主催:県､県消防協会､後援:秋田魁新報社､県教育委員会）

　　　　　小学生の部佳作入賞作品

　
　
　
　
　
　
　
●

『
４

9 7
’
鮑
３
４
．
い
‥
：

写真（左）小坂町立小坂小学校５年　塚田　舞さん

　　　　「一人一人が気をつければ防げることだと思い、防火ポスターコンクールに応募

　　　　しました。まさか入選するとは限っていませんでしたので、とてもうれしいです｡］

　　火災は、一人一人が気をつければ必ず防げるものです。

　　これからは火災の発生しやすい季節です。十分気をつけましょう。
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火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
、
消
防
車
は
現

場
に
一
番
近
い
消
防
水
利
（
消
火
栓
、
防
火

水
槽
等
）
を
利
用
す
る
こ
と
が
消
火
活
動
で

も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
消
防
署
で
は
、
毎
月
す
べ
て
の

消
防
水
利
を
調
査
点
検
を
し
て
い
つ
で
も
使

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
法
律
で
次
の
場
所
へ
の
車
両
ノ
　
　
／
　
　
　
　
　
　
ど

の
駐
停
車
ヽ
物
品
の
放
置
等
は
　
　
ノ
ヱ
／
／
　
　
　
　
ら

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
゜
ス
ム
ー

Ｆ
／
づ
　
／
　
　
Ｊ

ズ
な
消
火
活
動
が
行
え
る
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ
　
　
皿

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　

Ｊ

一
ｌ

ｒ

大

八
　

四

①
消
防
団
機
械
器
具
置
場
、
消
－
－
…
…
Ｉ
－
－
　
　
‐
。
‐

‐
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

　
防
善
所
の
道
路
に
接
す
る
出
　
　
　
　
　
　
　
。
ｊ

　
入
□
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
。

②
消
火
栓
、
防
火
水
槽
の
取
り
入
れ
□
（
概
ね
標
識
が
設
置
し
て

　
い
る
位
置
）
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
。

　
ま
た
近
年
、
ま
れ
に
消
火
栓
が
交
通
事
故
等
に
よ
り
破
損
し
、

使
用
出
来
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
発
見
し

た
場
合
は
、
消
防
署
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

した。

べ

救急出動火　災
ゝ゛･'.X"t

t

　　ゝ　・　　　ゝ、一一

　　　　＼こ･
■急　病

圖交通事故

■一般負傷

□転院搬送

□その他

回建物

圖林野

■車両

□その他
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　　　　　　　｀||　　　　　　　　　　　　　　○目に付く場所に貼っておくと便利です○
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巍哨目陰胆|哺麺配聡裾

　そんなときの救命手当のひとつ心肺蘇生法を紹介します。（４月から一部変わりました）
救急車が到着するまでの救命手当が大切な人の命を救います。

救命手当の講習は消防署でいつでも受付しています。

①意識を調べる

肩をたたき、呼びかけ
ながら反応を見る。

④呼吸を調べる

10秒以内に呼吸をして

いるか調べる。

⑥循環のサインを見る

勤きは？
呼吸は？

ぐ匹

咳は？

10秒以内に呼吸してる

か・咳をしてるか・動

いているかを見る。

②助けを求める

意識がなければ大きな声で
助けを求める。

□の申を見る

□の
要は
した

申

な

⑤人工呼吸をする

を

＜

見

な

る

り

必

ま

胸が軽くふくらむ程度に２秒かけて２回吹き込む。

スムーズに入らない場合は、気道確保をもう一度行う。

⑦心臓マッサージをする

③気道を確保する

人差し指と中指であご
先を持ち上げる。

脈拍の観察

脈拍の観察の必
要はなくなりま
した。

⑧繰り返し

15T
粉

回

循環のサインがなければ3.5cm～5cmの深さで、１分間

に１００回の速さで１５回圧迫する。手を置く位置は

胸骨のおおよそ下半分。

⑤と⑦を繰り返す。2～

3分ごとに循環のサイン

を見ます。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　知って得する!食べ物がのどに詰まったときの対処法

　　　　　　　はいぶこうだほう
　　　　　①背部叩打法

　下の図のような体位にして、４～５回連続し

てたたく。

【ポイント】１歳以上は肩こう腎の間。　１歳未

満は背中の真ん中をたたく。

１歳以上 １歳未満

　　　②ハイムリック法

　座らせて後ろから抱え込むようにして、片手

で握りこぶしをつくる。もう一方の手で握り、

みぞおちのやや下に当て、すばやく圧迫するよ

うに押し上げる。

【要注意】

　意識がない場合や妊婦、

　１歳未満の乳児には行っ

　てはならない。
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－喋鰐猿橋期11

　昨年9月１１日のニューヨーク市でのテロ事件は

今もなお、私達の記憶にはっきりと残っています。

　この度、生物・化学テロ対策として総務省消

防庁から、我が消防本部に各種資機材が平成13

年度中に貸与されました。

①防毒マスク

　防毒、防塵検定合格。 200g以下と軽

量で超高性能フィルタを使用し、吸収缶

を２個装着することができ、環境の変化

　
　
　
　
　
②
化
学
防
護
服

とこ四
　
　
　
　
　
謂
三
笠
�

用
　
　
　
　
剛
う
ム
さ
さ

ご
　
器
三

回
　
　
　
広
言
⊇

　
　
　
一
万
よ

｀

に
昌
よ
作
よ

　
一
気
一
　
　
②
　
応
の
を
り
い

～地震lまま,たやフでくる叫

　
記
憶
に
新
し
い
と
い
え
ば
、
平
成
フ
年

の
「
阪
神
淡
路
大
震
災
」
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
の
地
震
で
、
多
く
の
死
者
・
負
傷
者

が
出
ま
し
た
。
忘
れ
か
け
て
い
る
人
も
、

こ
の
前
の
よ
う
に
思
え
る
人
も
い
る
で

し
ょ
う
。

　
い
つ
、
大
震
災
が
起
き
る
か
誰
に
も
わ

か
り
ま
せ
ん
。
地
震
は
い
つ
か
必
ず
や

っ
て
き
ま
す
。
地
震
を
防
ぐ
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
起
き
た
場
合
に
少
し
で
も

披
害
を
少
な
く
で
き
れ
ば
・
：
：
。

鰐

①
座
布
団
等
で
頭
の
保
護

②
小
さ
な
揺
れ
で
も
す
ぐ
消
火

③
車
を
使
わ
す
徒
歩
で
避
難

④
壁
・
川
等
に
は
近
寄
ら
な
い

⑤
ラ
ジ
オ
等
で
正
し
い
情
報
を

⑥
防
災
行
動
力
を
身
に
つ
け
る

⑦
避
難
所
等
家
族
で
話
し
合
い

⑧
家
具
等
を
固
定
す
る

⑨
協
力
し
あ
い
救
出
・
救
護

⑩
持
ち
物
は
最
小
限
に

火災予隣運動

消防団の訓練があります

・４月７日朝早く、各地区で消防団の消火

　訓練があります。

・４月７日午前中、消防団による防火パレ

　ードが各地区を回ります。

・火災予防期間中は、朝夕７時にサイレン

　（警鐘）が鳴ります。

各地で消火訓練等が行われます。

　　【４月７日から１３日まで】

携帯駈･PH9がらの119番麗

　携帯電話（090から始まる自局番号の

機種）から119番通報すると大館広域消防

本部につながり、その後鹿角広域消防本

部に転送されます。

　PHS（O70から始まる自局番号の機種）

から119番通報すると、直接鹿角広域消防

本部につながります。

注　意!!

①目標物を確認し､あせらず落

　ち盾いで通報してください。

②安全な場所に停車してから、

　通報しましよう。

③高速道路での通報は非常用

　電話を利用しましよう。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　広報「消防鹿角」に関するご意見・要望等がございまし

たら下記の連絡先までお願いします。

　よた、当広報へ掲載したい記事等も受け付けていよす。

消防本部・消防署

十和田分署

小　坂　分　署

八幡平分駐所

電話
Fax
電話
Fax
電話
Fax
電話

２３-５６０１

２３-５６０５

３５-２００６

３５-２００フ

２９-２１１９

２９-３フ３１

３４-２２２９
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